
平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林整備ボランティアの推進（継続）

流 域 名 多摩・神奈川

実施箇所及び 東京都八王子市小下沢国有林他
実施日 （平成２３年４月１０日以降）

取組の背景及 ボランティア団体等が行なう森づくり活動が成果をあげてお
び必要性 り、更なる活動の進展が期待されている。

ボランティア団体等が行なう森づくり活動のため、協定によ
るフィールドの提供、指導者養成のための林業技術・安全作業
等の勉強会、自然観察会等の開催を支援している。

取 組 の 内 容

国有林担当 東京神奈川森林管理署：フィールド等の提供、林業技術及び
部局・役割 安全作業関係の指導等。

連携協働相 ボランティア団体：森林整備、自然観察会、自然環境教育等
手先・役割 の参加者募集及び実行。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林整備ボランティアの推進（継続）

日本山岳会 高尾森づくりの会（植樹祭の様子）

式典後の集合写真 作業前の植樹指導

親子で植付け作業

地球緑化センター KIKORIグループ（箱根森林整備活動）
林道整備後の集合写真 間伐作業中



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林教室、体験林業の開催（継続）

流 域 名 神奈川

実施箇所及び 箱根町台ケ岳国有林（平成２３年１１月１８日（金））
実施日

取組の背景及 小中学生を対象とした森林教室・体験林業の取組みを通して
び必要性 森林・林業についての理解を深めることが期待出来る。

森林教室・体験林業を通じて、森林・林業の大切さを理解し
てもらうため、相模女子大小学部の児童を対象に、森林環境教
育（森林教室）を実施した。

取 組 の 内 容

国有林担当 東京神奈川森林管理署：森林教室、体験林業の実施。
部局・役割

連携協働相 相模女子大小学部：現地までの交通手段の確保。
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林教室・体験林業の開催（継続）

森林教室の様子（台ケ岳国有林）

森林についての講義風景

シカ防護ネットに挑戦

丸太切り体験 お礼のご挨拶



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 市町村イベントへの参加と協力（継続）

流 域 名 神奈川

実施箇所及び 神奈川県平塚市大原１－１ 平塚総合公園
実施日 （平成２３年４月２９日（祝））

取組の背景及 市町村イベントに参加し、森林の公益的機能等のＰＲをする
び必要性 ことは、森林・林業の理解に効果が認められるところである。

東京神奈川森林管理署所在の市町村主催の緑化イベントであ
る「平塚市緑化まつり」に参加し、緑の普及に努めた。篠竹、
短コロ等の副産物・木工品の販売、丸太・竹切り体験、小枝の

取 組 の 内 容 キーホルダーづくり、パンフレットの配布等を行なった。

今回も、箱根の国有林で森林整備活動をしているＮＰО地球
緑化センターが国有林ブースで、「地球環境を守る」をテーマ
とした紙芝居を上演し、親子づれに好評だった。

国有林担当 東京神奈川森林管理署：イベントへの出展（木工品・副産物
部局・役割 販売、丸太・竹切り体験、小枝のキーホルダーづくり等）

連携協働相 平塚市緑化まつり実行委員会：展示場所の提供、会場設営及
手先・役割 び警備等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 四藤村イベントへの参加と協力

平塚市緑化まつりの様子

国有林ブース全景 キーホルダーづくり

ＮＰОによる紙芝居

丸太切り体験 地元テレビ局の取材



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 植生保護柵の設置（新規）

流 域 名 神奈川

実施箇所及び 山北町玄倉 玄倉国有林１５０林班
実施日 （平成２３年８月１５日契約、平成２３年１１月７日完了）

取組の背景及 丹沢山稜線部において、ニホンジカの採食圧による被害が増
び必要性 大しているため、食害防止のため植生保護柵の設置を行なう。

植生保護柵の設置について、隣接の神奈川県有林等に植生保
護柵を設置している神奈川県と情報交換及び現地検討会等を行
ない、より効果的な植生保護柵の設置を行なうことが出来た。

取 組 の 内 容

国有林担当 東京神奈川森林管理署：国有林野内への植生保護柵の設置。
部局・役割

連携協働相 神奈川県：県有林及び公有林（県行造林）への植生保護柵の
手先・役割 設置。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 植生保護柵の設置（新規）

設置前現地調査等

現地調査の様子 県主催の研修会への参加

植生保護柵設置状況

ヘリコプターでの資材荷揚げ

設置作業中 丹沢山稜線部の設置後の写真


